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1 はじめに 



   アイホンとはインターホンを中心とした 
        コミュニケーションとセキュリティのシステムメーカーです。 

戸建住宅向けシステム 

戸建住宅 

学校 

病院・ 
福祉施設 

オフィス・ 
工場 

集合住宅 

集合住宅向けシステム 

医療・福祉施設            
高齢者住宅向けシステム 

オフィス・工場               
公共施設向けシステム 

アパートやマンション等集合住宅の
入居者の快適性・安全性をサポー
ト！ 

病院、特別養護老人ホーム、高齢
者住宅等へナースコールを提案！ 

学校、公共施設、商業施設等へセ
キュリティ効果の高い、出入口管
理をご提案！ 

玄関と室内の連絡用のテレビドア
ホンセットを中心に販売！システム
の構築でご家庭のセキュリティ強化
をサポート！ 

2 当社の概要 



会社概要 

3 当社の概要 

 ※2018年3月31日時点 

社      名： アイホン株式会社 

本      社： 名古屋市中区新栄町一丁目１番 

            明治安田生命名古屋ビル 

代  表  者： 市川 周作 

設      立： １９５９年３月１６日 

資  本  金： ５３億８,８８４万円 

従 業 員 数： １，９４６名（連結） 

            １，０５８名（個別） 

上        場： 東京証券取引所市場第一部 

              名古屋証券取引所市場第一部 

１  単  元： １００株                        

証券コード 

６７１８ 



ネットワーク（国内事業所） 
 

札幌支店 
東北支店 
盛岡営業所 
郡山営業所 
北関東支店 
宇都宮営業所 
新潟営業所 
長野営業所 
東京支店 
東京東営業所 
東京南営業所 
多摩営業所 
千葉営業所 
横浜支店 

  名古屋支店 
  金沢営業所 
  静岡営業所 
  大阪支店 
  京都営業所 
  神戸営業所 
  中・四国支店 
  岡山営業所 
  高松営業所 
  九州支店 
  北九州営業所 
  鹿児島営業所 
 
  

本社 

 豊田工場 

  開発センター 

当社の概要 4 

 ９支店 

１７営業所 



ネットワーク（海外子会社） 

AIPHONE 
CORPORATION 
（販売子会社） 
アメリカ・ワシントン州 

AIPHONE COMMUNICATIONS 
(VIETNAM)CO.,LTD. 
（生産子会社）  
ベトナム・ヒンズン省 

AIPHONE PTE．LTD． 
（販売子会社） 
シンガポール 

AIPHONE S.A.S. 
（販売子会社） 
フランス・エブリ 

AIPHONE COMMUNICATIONS 
(THAILAND)CO.,LTD. 
（生産子会社） 
タイ・チョンブリ県 

アイホン本社 

AIPHONE PTY LTD 
（販売子会社） 
オーストラリア・シドニー 

AIPHONE UK LIMITED 
（販売子会社） 
イギリス・ロンドン 

5 当社の概要 

販売子会社：５カ国 

生産子会社：２カ国 



当社の概要 

アイホンの創業は１９４８年（昭和２３年） 

合資会社東海音響電気研究所を設立。ラジオや拡声器の修理を始める 

１９５１年  旅館、病院向けにインターホンの生産を開始 
１９５２年  社名を愛興高声電話器合資会社に変更 
           インターホン専門メーカーとしての体制を整える 
           真空管式同時通話インターホン「テーターホン」の発売 
１９５４年  製品商標を「アイホン」とする 
１９５７年  南アフリカ連邦に初輸出 

アイホンの設立は１９５９年（昭和３４年） 
株式会社へ改組、社名を アイホン株式会社とする 

１９７０年 アメリカにAIPHONE USA Inc.（現在の AIPHONE CORPORATION）を設立 
１９８１年 デミング賞の受賞 
１９８２年 テレビインターホンの発売 
１９９０年 名古屋証券取引所市場第二部に上場 
１９９６年 フランスにAIPHONE S.A.（現在のAIPHONE S.A.S.）を設立 
１９９９年 東京証券取引所市場第二部に上場 
２０００年 東京証券取引所市場および名古屋証券取引所市場第一部に上場 
           タイにAIPHONE COMMUNICATIONS（THAILAND） Co.,LTD.を設立 
２００７年 ベトナムにAIPHONE COMMUNICATIONS（VIETNAM） Co.,LTD.を設立 
２０１２年 シンガポールにAIPHONE PTE.LTD.を設立 
２０１４年 オーストラリアにAIPHONE PTY LTDを設立 
２０１５年 本社を名古屋市中区に移転 イギリスにAIPHONE UK LIMITEDを設立 
２０１８年 ６月１日 創立７０周年 

真空管式同時通話        
インターホン「テーターホン」 

１９５６年頃の本社 

AIPHONE COMMUNICATIONS 

（THAILAND） Co.,LTD. 
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会社の沿革 



われわれの合言葉 

 

 自分の仕事に責任を持て 

   他人に迷惑をかけるな 
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当社の経営理念 

当社の概要 



6,632  6,786  7,527  
10,363  10,814  12,268  12,118  12,547  

24,629  
27,336  

29,357  

32,142  30,737  
30,402  31,735  

32,565  

0
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30,000

40,000

50,000
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（百万円） 
国内売上高 海外売上高 

34,123 

36,884 

42,505 
41,551 

42,670 

45,113 
43,854 

31,261 

8 当社の概要 

過去最高 

連結売上高の推移 

（年度） 
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494 

1,622 

2,401 

3,384 

2,969 3,045 
2,775 2,805 

1.6% 

4.8% 

6.5% 

8.0% 

7.1% 7.1% 

6.3% 6.2% 

0.0%

10.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
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（百万円） 
営業利益 売上高営業利益率 

営業利益の推移 

（年度） 



2019年3月期第3四半期決算の状況（連結） 

2019年3月期 
第3四半期 

2018年3月期 
第3四半期 

前年同期比 

売上高 32,496 31,849 102.0% 

営業利益 1,417 1,354 104.6% 

経常利益 1,452 1,355 107.1% 

純利益 1,259 997 126.3% 

（百万円） 

決算のポイント 

◆国内市場：既存の集合住宅や病院・高齢施設などのインターホン需要が拡大。  
      
◆海外市場：北米・・・業務市場を中心にセキュリティニーズが高く、販売が好調に推移。  
         欧州・・・テレビドアホンや公団住宅などの集合住宅システムの戦略的な 
              受注が功を奏し販売が好調に推移。     

◆利   益：四半期純利益・・・投資有価証券売却益の影響により増益。 
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11 

 主な経営指標 

当社の概要 

 ※2018年3月31日時点 

株価収益率【PER】（連結）      
株価純資産倍率【PBR】（連結） 

自己資本利益率【ROE】（連結） 

１株あたり純利益【EPS】（連結）  

１株あたり配当             

配当利回り 

配当性向（連結） 

１株純資産【BPS】（連結） 

自己資本比率（連結）     

：１９.３４倍 

：０.６４倍 

：３.４％ 

：９４.０２円 

：３２円 

：１.８％ 

：３４.０％ 

：２,８２２円 

：８４.３％                        



1,914  
2,202  

2,719  

1,972  
2,143  

3,134  3,154  3,070  

5.6% 

6.0% 

6.4% 

4.7% 
5.0% 

7.1% 
7.0% 

6.5% 

0%

1%

2%

3%

4%

5%

6%

7%

8%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

研究開発費 売上高研究開発費率 
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（百万円） 

当社の概要 

(計画) 

研究開発費の推移 

（年度） 



10  10  
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2  

5  3  

1.2% 

2.0% 
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1.6% 
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1.8% 1.8% 

0
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中間配当 中間特別配当 期末配当 

期末特別配当 記念配当 配当利回り 

配当実績 

株主還元 

28 
30 

25 25 25 25 

28 

32 
30 30 

32 32 

（円） 

（年度） 
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28  30  
25  25  25  25  28  

32  30  30  32  32  

140.55  

95.78  

20.00  
29.26  

7.68  

31.46  

74.38  

110.88  
115.83  

127.10  

94.02  

19.9% 31.3% 

125.0% 

85.4% 

325.5% 

79.5% 

37.6% 

28.9% 25.9% 
14.8% 

25.2% 
34.0% 

0.0%

50.0%

100.0%
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350.0%
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年間配当 1株あたり当期純利益（連結） 配当性向 

（円） 

配当性向の推移 

株主還元 

202.26 

（年度） 
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アイホンのシェア 

他社 
４８．４％ 

 

 

（総需要９９１億円） 

    ２０１７年度 （当社調べ） 

シェア 

 ５１.６％ 

15 当社の概要 



欧州 
戸建市場  

集合市場  ケア市場  

海外市場  

その他市場  

戸建 

集合 

ケア 

２０１７年度 
４５１.１億円 

国内市場   

16 

売上構成比（連結） 

北米 

当社の概要 



一戸建住宅 

41.0% 

共同住宅 

（３階建以下） 

11.9% 

共同住宅 

（４階建以上） 

4.4% 

一般事務所 

13.0% 

商店 

7.5% 

生活環境営業 

9.0% 

金融機関等 

0.3% 

その他 

13.1% 

当社の取り組み 17 

戸建住宅市場 
テレビインターホンは、ご家庭における身近な防犯に役立っています。 

■侵入窃盗の発生場所別認知件数 

■侵入盗の行動パターン・不在確認方法 
  （戸建住宅の場合）  （出典：(財)都市防犯研究センター JUSRIリポートより集計） 

最も多い！ 

（出典：警察庁2017年の侵入犯罪情勢より） 



18 当社の取り組み 

集合住宅市場 

集合住宅用システム 

ピ
ー
ン 

 
 

 
 

ポ
ー
ン 

共同玄関 住宅内 

通話 

映像・録画 

オートドア 

解錠 

呼出 



当社の取り組み 19 

集合住宅市場 

インターホンが最上級の『おもてなし』を提供 



ブラウザ機能の搭載で広がるインターホンの利便性 

当社の取り組み 20 

集合住宅市場 

インターホン親機にブラウザ機能を搭載。インターネットに接続する
ことで、専用コンテンツの表示が可能になりました。居住者の皆様
はパソコンを起動することなく、インターホン親機で様々なサービスを
利用することができます。 

テレビモニター付 
インターホン居室機 

【スマートフォン使用イメージ】 【バイリンガル表示画面（居室機）】 

大画面を利用して様々な情報を見える化！！ 

ユーザビリティにも配慮 
した機能も搭載！！ 



当社の取り組み 

市場ニーズに対応した商品でリニューアル市場の拡大を図っています！ 

21 

７型ワイドカラー液晶タッチパネルモニター 

集合リニューアル市場 



22 当社の取り組み 

ケア市場 

ナースコールシステム 

呼出・通話 

呼
出
・
通
話 

駆けつけ 

駆 
け 
つ 
け 



23 

山梨大学医学部附属病院 様 

地方独立行政法人 堺市立病院機構  

堺市立総合医療センター 様 

新型ナースコールシステムの採用化活動を展開！ 

当社の取り組み 

ｽﾄﾚｽﾌﾘ- 

シンプル 

やさしさ 

安全性 

新潟大学地域医療教育センター  

魚沼基幹病院 様 



24 当社の取り組み 

業務市場（オフィス・商業施設・工場・駐車場等） 

Ｂｂｓ 

カウンターインターホン 屋内施設連絡用インターホン 

呼出・通話 

呼出・通話 



新たな市場の開拓、商品提案活動及び販路拡充を図る 
ネットワークに対応したＩＰインターホンを展開！大型施設の一括管理
を実現！    

25 

業務市場（オフィス・商業施設・工場・駐車場等） 

新IXシステム 

当社の取り組み 



１９５７年南アフリカへ初めて商品を輸出し、海外事業をスタート！
現在、世界約７０ヵ国に当社の商品を輸出 

26 

海外市場 

当社の取り組み 



地域別のニーズに合わせた商品による売上拡大 

27 

海外市場 

JO Series 

IS Series 

GT Series 

当社の取り組み 
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Australia 

Singapore 

UK 

【凡例】 

：当社/販売子会社 

現行販売ネットワークイメージ 

当社の取り組み 

海外市場 
販売ネットワーク 

各地域のニーズをより的確に捉えた施策を推進し、販売市場と売上、シェアの拡大を図る。 



競争優位性を生み出す社内基盤を構築し、 
顧客価値拡大に繋げ目標を達成する 

 

競争優位性を生み出す 
社内基盤の構築 

 

新たな 
価値の創造 

インターホン 
世界シェア 

中期方針 

第6次中期経営計画イメージ 

29 



インターホン 
世界シェア拡大 

新たな価値の創造 

競争優位性を生み出す社内基盤の構築 

 
本格化する 
リニューアル 
市場の獲得 

①国内営業 

 
魅力的製品を 
生む機能強化 

④商品開発 

 
競争激化に伴う 
コストダウン 

⑤生産 

 
北米・欧州市場 

強化 

②海外営業 

 
新事業領域への 
積極的取り組み 

③新規事業 

 
源流管理と 
市場分析強化 

⑥品質保証 

 
業務品質 
全体の向上 

⑦仕事の質 

◆ 第６次中期経営計画 【戦略課題】 30 



戦略課題 

◆ 品質管理の徹底強化 

総合的品質管理 
（ＴＱＭ） 

 
本格化する 
リニューアル 
市場の獲得 

①国内営業 

 
魅力的製品を 
生む機能強化 

④商品開発 

 
競争激化に伴う 
コストダウン 

⑤生産 

 
北米・欧州市場 

強化 

②海外営業 

 
新事業領域への 
積極的取り組み 

③新規事業 

 
源流管理と 
市場分析強化 

⑥品質保証 

 
業務品質 
全体の向上 

⑦仕事の質 

31 



  ◆ 総合的品質管理（ＴＱＭ）活動の徹底強化 

TQM活動を強化 

デミング賞を受賞 

｢競争優位性を生み出す社内基盤の構築｣を目指し、 

32 



連結業績目標（2018年度） 

 ・売 上 高  ４７５億円 （国内343億円 海外132億円） 

33 

6,632  6,786  7,527  
10,363  10,814  12,268  12,118  12,547  13,200  
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国内売上高 海外売上高 

 ・売 上 高  ４７５億円 （国内343億円 海外132億円） 

第６次中期経営計画 

47,500 

45,113 
43,854 

31,261 
34,123 

36,884 

42,505 41,551 
42,670 

（年度） 



連結業績目標（2018年度） 

  ・営 業 利 益  ３０億円  ・売上高営業利益率   6.3％  

34 
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営業利益 売上高営業利益率 
第６次中期経営計画 

（年度） 



国 

内 

市 

場 

環 

境 

    住宅着工戸数・病院着工件数ともに継続的な増加は見込めない。 

国内営業 

更新時期（設置から１５年を推奨）を迎える 
マンションストック数は年々増加しており、 
マーケットボリュームはピークを迎える。 
特に賃貸住宅のシステム更新機会は増加する。 

病院・施設ともにナースコールシステムの老朽化 
（設置から１２年の更新を推奨）が進む中、 
医療・介護の人員効率向上を図ったＩＴ機器 
連携のニーズが強まり、当社ナースコールシステム
「Ｖｉ－ｎｕｒｓｅ」の需要拡大が予測される。 

新築市場 

集合リニューアル ケアリニューアル 

  ■ 受注プロセス管理強化による 

                    本格化するリニューアル市場の売上拡大 ■ 

約１８０万戸 約１２０万戸 

 約６２０万戸 約２４００万戸 

対象マーケット住戸数 

全国集合住宅ストック数 

賃
貸 

分
譲 

 約３３０万床 

約２００万床 現場の課題解決
を目的とした設備
投資が更新の追
い風に 

対象マーケット床数 

病院・施設 総床数 

※ ※ ※ 

※当社推定 ※当社推定 

35 



分譲マンション 着工戸数推移 

36 
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着工マンション累計戸数 

着工戸数 
（万戸） 

累計戸数 
（万戸） 

（西暦） 

全体規模 

着工累計約625万戸 

全てオートロック採用 

2017年活動ターゲット 
（1993年～2002年竣工物件） 

 176万戸 約880億円 
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着工戸数 
 （万戸） 

（西暦） 

累計戸数 
 （万戸） 

2017年活動ターゲット 
（1993年～2002年竣工物件） 

 515万戸 
内オートロック採用物件は120万戸 約360億円 

賃貸マンション 着工戸数推移 

出典元： 
国土交通省 建築着工統計 

リニューアル時期を迎える物件の増加により 
需要は分譲・賃貸ともにさらに拡大   

2018年活動ターゲット 
（1993年～2002年竣工物件） 

 約180万戸 

2018年活動ターゲット 
（1993年～2002年竣工物件） 

 約500万戸 
内オートロック採用物件は 約120万戸  

集合リニューアル市場 国内営業 
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集合リニューアル市場 国内営業 
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・分譲市場 ⇒ リニューアル向け新商品【らくタッチPlus】を新発売！！   

・賃貸市場 ⇒ 受注スキームの定着、オーナーのニーズに合わせた 
           商品・サービスを訴求        



記録情報 
共有 

現場目線で「記録」に
特化したシステムにカ
スタマイズ！ 

スマートフォン1台で状態把握・記録入力・
コール対応内線（一部外線も）可能 

コール内容 
自動記録 

コール信号 

コール通知 

睡眠・覚醒・ 
離床・呼吸状態
モニタリング スマートフォン用信号に切替えて、 

ナースコールを呼出 

各種システム等との幅
広い互換性を持つ 

常時モニタリングや 
状態ごとの個別コール 
通知設定が可能！ 

ナースコールとスマート
フォン連携のネットワー
クシステムを構築 

ケアリニューアル市場 国内営業 

医療・介護の現場における人手不足問題解決への 

ソリューション提案の実例 
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海 

外 

市 

場 

環 

境 

  当社にとって海外市場はまだフロンティア要素が強く、拡大余地は多く残されている。 
  各国地域へより密着した営業を進め、海外の市場開拓のスピードアップを図る。 

   ■ 海外各地域へ適応する営業体制の構築 ■ 海外営業 

北米市場 欧州市場 

営業人員増強により、 
東海岸地区での販売を強化 

  ①営業人員増強により、川上活動、 
       物件受注プロセス管理を強化 

  ②レスキュー市場への本格参入 

公共住宅市場への参入 

公共住宅向けアクセスコントロールシス
テムVIGIKと当社集合インターホンシス
テムがシステム連携可能となり、公共住
宅市場への本格参入による活動強化が
鍵である。 
 
公共住宅市場の専任担当を配置、営
業協業により受注活動を進め、市場の
獲得を図る。 

セキュリティニーズが年々拡大 
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海外営業 
40 

北米市場 

GT 
SYSTEM 

セキュリティニーズの高まりに応える自社営業化をさらに強化 

高い評価を受けるセキュリティシステム商品の提案対象を拡大 
顧客の期待を上回る営業対応で、既設の競合メーカーからの切替採用を促進 

Ｎｅｗ-ＩＸ 
システム 

新商品 GT Series  
ＩＸ 
システム 
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 ・１株当たり中間配当 １６円   
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１株当たり年間配当 
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４０円 ・１株当たり記念配当    ８円 

配当予定 

・１株当たり期末配当 １６円 
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１株当たり年間配当 
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４０円 ・１株当たり記念配当    ８円 

今後の配当方針につきましては、長期的な視 
点に立った安定的な配当の継続を念頭に置 
きつつ、株主の皆様へのより一層の利益還元 
の実施に向け、引き続き見直しを行ってまいり 
ます。 

配当予定 

・１株当たり期末配当 １６円 
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Security 

本資料に掲載されております業績予想や将来予想は、現時点において入手可能な 
情報に基づき、当社が判断して予想したものであり、実際の業績は今後の様々な 
要因の変化により予想とは異なる結果となる可能性があることをご承知おき下さい。 
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